
入
○
頁
O
無
理
剛
隅
十
三
箪
ゆ
O
附
㎜
矧
四
山
ハ
倍
門
0
圃
門
・
七
鞭
簿
定
価
隅
金
入
隔
園
）
（
宮
崎
）

濾
國
語
索
引

鈴
木
隆
一
編

　
讃
み
も
ぜ
ぬ
本
た
索
引
で
引
い
て
調
べ
る
な
ど
採
帳
貯
だ
と
叱
ろ
老
大

家
も
あ
る
と
い
ふ
が
、
索
引
ぽ
便
利
な
も
の
で
め
ゐ
。
考
読
學
ほ
毎
朝
時

代
の
大
家
の
手
に
よ
っ
て
殆
ど
行
く
堅
き
所
ま
で
行
き
つ
い
力
槻
が
あ
る

そ
れ
よ
り
も
乱
発
え
の
悪
い
後
の
人
が
何
か
新
し
い
事
か
試
み
や
う
と
す

れ
ば
、
先
人
が
蔑
覗
し
て
手
な
つ
け
な
か
つ
力
研
庵
や
る
か
、
或
壁
鯛
に

薪
し
い
方
法
た
鶏
ひ
れ
ば
な
ら
ぬ
り
蛙
庭
に
新
し
い
方
法
の
…
つ
と
し
て

「
索
引
」
作
隣
が
起
つ
六
の
で
、
H
本
で
も
支
那
で
も
現
今
ほ
案
引
舟
代
で

あ
ろ
か
の
如
き
観
た
呈
し
て
み
ろ

　
本
書
も
そ
の
潮
流
に
乗
じ
六
ろ
～
つ
と
し
て
現
れ
六
も
の
で
、
東
方
文

化
學
院
京
都
研
究
所
に
於
て
正
史
・
維
書
等
幾
多
索
引
作
成
事
業
の
中
、
卒

．
訂
し
て
功
〃
為
拡
畷
へ
ぬ
・
も
の
で
あ
ろ
。
底
本
に
は
士
七
言
駿
翰
剤
天
聖
～
明
肌
追
本

か
用
び
正
長
並
び
に
章
昭
の
解
に
就
き
、
入
名
・
地
名
が
始
め
、
天
心
・
律

義
・
政
治
・
痘
徳
・
學
衝
・
懐
育
・
維
濟
・
法
網
・
祭
祀
。
軍
事
．
音
樂
・
儀
禮
・
器

用
虚
食
・
傳
説
血
諺
・
成
語
・
訓
詰
に
關
す
る
耳
芝
な
る
丈
宇
を
標
蹴
し

て
三
三
に
便
に
す
。
挑
列
に
丈
字
の
錐
調
の
多
少
に
よ
り
、
同
鋤
の
も
の

ほ
雍
魁
…
掌
典
の
順
序
に
従
っ
て
み
る
。
蓋
し
最
も
稔
當
な
ろ
方
法
で
あ
ら

、
フ
。

　
云
ふ
に
索
引
作
成
の
事
業
穴
る
や
、
非
常
な
ち
根
深
と
精
力
な
必
要
と

す
う
も
の
で
、
一
度
力
！
ド
に
取
り
療
ろ
後
に
之
な
分
類
鉾
列
す
る
の
が

一
瞥
勢
で
あ
り
、
最
後
に
四
六
倍
版
に
ぎ
っ
し
り
つ
め
ら
れ
れ
六
號
活
字

介

の
狡
正
の
骨
折
が
あ
る
所
謂
隷
の
下
の
力
蒜
と
な
っ
て
こ
の
難
事
業
に

當
つ
六
編
潜
匡
深
く
其
勢
た
多
と
さ
ろ
可
き
で
あ
ろ
。
併
し
お
蔭
で
護
ま

な
い
で
濟
む
本
が
又
一
部
殖
え
糞
と
云
っ
六
ら
ば
田
々
老
大
家
に
叱
ら
れ

る
で
あ
・
b
・
り
O
（
論
果
方
｛
又
化
工
二
院
由
承
恕
岬
研
究
所
発
双
行
〇
四
六
倍
幽
い
O
二
七
ム
ハ

頁
Q
」
定
儂
金
斌
圓
）
（
富
崎
）

磯
満
洲
に
於
け
る
拳
匪
の
藩
論
　
　
園
田
一
雨
著

懸
庚
子
年
中
俄
在
東
三
省
之
衝
突
及
其
結
果
揚
紹
震
署

　
西
紀
一
九
〇
〇
年
北
京
に
勃
獲
ぜ
ろ
義
瀦
撃
匪
の
知
恵
は
忽
ち
に
し
て

滞
洲
に
波
及
し
、
磁
4
。
匪
臣
籍
庭
に
於
い
て
も
亦
官
兵
と
結
託
し
て
排
外
の

蜂
火
為
あ
げ
れ
。
虎
覗
耽
々
糧
策
侵
略
の
手
か
綴
げ
ん
と
し
て
ゐ
力
ロ
ジ

ャ
に
好
機
至
れ
り
と
し
て
東
三
省
に
工
兵
し
、
全
土
に
亙
っ
て
こ
れ
奄
占

領
し
六
〇
口
露
職
役
ほ
端
な
ご
・
に
嚢
す
ろ
O
か
く
劉
期
的
な
意
義
為
有

す
る
に
鞠
ら
す
＝
の
問
趨
ほ
從
來
閑
却
。
こ
れ
て
ゐ
糞
。
今
、
國
田
一
山
砕
の

「
満
…
洲
に
於
け
ろ
拳
匪
の
叛
観
」
（
滞
蒙
自
第
十
五
年
第
四
號
至
第
六
號
所

の

載
未
完
）
及
び
楊
紹
鷺
ハ
氏
の
「
庚
子
年
中
俄
在
東
三
省
之
衝
突
及
耽
ハ
結
果
」

（
清
華
朗
報
第
二
轡
第
｝
期
班
載
）
の
二
論
文
か
得
ナ
ρ
う
に
吾
人
の
欣
快
と

す
ろ
所
で
あ
ろ
。

　
一
、
西
田
氏
ぱ
長
く
満
塁
に
在
り
、
清
季
外
交
史
料
、
清
光
緒
朝
中
日

交
渉
史
料
、
程
申
丞
庚
子
、
函
駆
砂
幣
（
庚
子
交
渉
隅
簸
）
清
史
稿
、
拳
匪
祀

事
等
の
外
、
多
年
蒐
集
ゼ
ら
れ
し
溺
湖
各
地
志
等
の
趣
料
な
以
て
本
論
丈

・
馨
と
・
染
Q
箆
載
研
）
讃
・
嚢
毒
搬
嶺
・
（
槻
綱
六
）

興
享
益
・
憲
輩
（
騒
＋
野
薄
（
民
國
十
八
年
刊
）
寵
（
矯
」
蓮
化

第
十
九
魯
　
鱈耀

O
號
　
　
　
｝
工
山
ハ
一
二

（　1，．1　）



紹

介

（艮

N
勝
）
輩
三
三
＋
）
嬰
・
霧
・
藷
・
置
落
研
晋

等
の
餐
書
志
、
講
修
開
原
府
志
、
聴
納
、
新
安
縣
志
略
及
び
遼
隣
・
蓋
挙

（
鱗
二
）
郷
憲
慧
地
志
が
・
れ
で
あ
・
。
か
・
多
籔
・
勢
膏

内
達
に
在
り
て
之
を
遍
く
臨
覧
す
る
こ
と
に
殆
ど
不
可
能
に
写
す
ろ
。
氏

は
こ
れ
ら
の
史
料
た
利
用
し
て
遼
東
・
遼
酉
に
於
け
る
拳
匪
の
叛
観
の
特

質
・
垣
城
難
｝
た
癩
団
め
て
騨
評
細
に
流
と
へ
、
弔
い
て
ロ
シ
ヤ
軍
刀
の
北
㎞
納
・
南
描
…

に
於
ゆ
り
ろ
活
動
な
三
色
さ
れ
雲
。
常
蒔
外
國
人
の
注
意
ぱ
專
ら
北
支
に
胸

け
ら
れ
、
拳
匪
に
關
す
ろ
著
書
に
汗
牛
充
棟
の
槻
あ
ろ
も
溝
洲
に
於
け
る

拳
匪
の
凝
跡
及
び
ロ
シ
ヤ
の
動
軍
事
蹟
に
就
い
て
記
せ
し
も
の
山
号
碑
に

じ
て
詳
な
知
煽
難
く
、
然
ら
ざ
れ
ば
傳
聞
に
係
る
も
の
多
く
容
易
に
信
た

取
り
難
い
。
清
國
宮
憲
も
遽
に
三
一
に
瀧
ひ
東
西
一
当
淋
匿
し
て
当
逃
に

逞
な
く
、
・
、
れ
に
關
す
る
記
事
た
獲
す
蝕
裕
が
な
か
つ
負
Q
箭
記
諸
地
志

に
あ
る
記
事
に
一
団
な
り
と
錐
も
趙
壁
に
比
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
然
も

そ
れ
と
て
正
確
た
期
し
難
い
こ
と
ば
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
放
に
こ
の
問
題

に
就
い
て
は
ロ
シ
ヤ
入
の
説
事
ぱ
是
非
一
考
せ
ね
ば
．
な
ら
な
い
Q
こ
の
こ

と
に
園
田
氏
も
入
手
に
便
な
ら
ざ
る
た
以
て
姑
く
措
く
と
漸
っ
て
居
ら
れ

る
が
、
吾
人
の
寡
翔
為
以
て
し
て
も
k
ピ
N
．
主
事
営
弦
器
話
瞠
r
＜
○
。
把
’
三
婁

O
遭
舞
く
M
覧
く
陰
宍
簿
蓉
ご
宍
．
残
議
剛
峯
汀
9
♂
儲
耳
a
二
〇
ー
ン
h
舘
戸
。
ξ
ロ
謎
岸
幽
。
ぴ
①
慧
。

讐
灸
瓢
く
　
お
o
o
㈹
G
り
●
磯
ρ
g
げ
9
．
o
邑
F
d
ω
ε
o
コ
％
o
島
。
蕊
U
貯
箋
。
囚
峯
F

饗
・
等
の
諸
書
が
あ
ろ
。
ハ
レ
ビ
ン
其
他
の
ロ
シ
十
人
に
つ
い
て
採
訪
す

れ
ば
こ
の
他
に
も
貴
重
な
ろ
史
料
奄
蒐
集
す
ろ
こ
と
が
禺
至
る
か
も
知
れ

な
い
。
將
來
に
於
い
て
氏
の
努
力
為
期
待
す
ろ
Q
叉
、
こ
の
事
件
に
堂
然

外
交
交
渉
と
關
聯
し
て
考
ふ
べ
き
で
、
後
艮
、
綾
篤
に
於
い
て
論
及
さ
る

第
十
九
巻
　
第
三
號
　
　
五
六
購

・
こ
と
、
想
橡
で
・
ろ
。

　
二
、
楊
氏
の
論
文
に
於
い
て
纏
拳
匪
の
叛
吼
來
三
省
に
波
及
し
て
・
シ

ャ
軍
の
東
三
省
占
領
穏
招
致
し
、
盛
三
更
三
夕
膜
檀
に
・
シ
や
蘭
束
総
督

ア
レ
キ
シ
エ
フ
と
轡
遮
音
豹
存
締
結
し
、
引
回
い
て
そ
の
暫
且
隠
約
の
慶
・

爽
及
び
在
湖
ロ
シ
ヤ
軍
の
詩
話
に
關
で
ろ
雨
曇
の
交
渉
が
開
か
れ
て
ラ
ム

ス
ド
〃
フ
・
ウ
ヰ
ソ
テ
と
李
鴻
章
・
楊
儒
折
衝
に
努
め
、
楊
・
李
柑
綴
い
で

病
死
し
慶
親
王
畿
丈
溜
代
2
上
九
9
亮
四
月
改
め
て
條
約
た
締
結

す
ろ
に
．
至
つ
六
経
紘
轡
が
五
締
に
■
分
っ
て
蓮
べ
ら
れ
．
、
胃
坂
後
に
結
論
が
加
ハ
へ

ら
れ
て
る
る
o
O
o
戸
髪
［
タ
N
ξ
ρ
鉗
。
ヨ
。
導
幹
の
外
》
〇
一
き
贈
】
ミ
噸
貯
睦
…
）
．
舞

く
累
§
9
甘
層
算
を
塾
考
さ
れ
六
こ
と
ほ
こ
の
論
丈
の
蟹
値
を
高
め
ろ
も

の
で
あ
る
。
な
ほ
三
時
に
極
東
問
題
に
つ
い
て
ウ
ヰ
ソ
テ
と
反
注
意
見
た

有
せ
し
潟
年
。
く
質
二
含
の
勢
蕩
慈
0
9
。
・
、
・
碁
暮
慧
，
薯
三
＾
ぎ
や
（
〕
｝
ご
｝

路
貫
辱
H
o
一
〇
鵬
％
蕊
巴
（
c
・
磯
壱
9
一
準
〇
一
く
。
置
鉱
し
等
を
滲
「
考
さ
る
べ
き
で
あ

っ
六
聰
と
田
心
ふ
。
長
燐
に
亙
ろ
こ
の
複
雑
多
岐
な
困
糠
∵
め
力
経
噸
遡
ん
～
山
ハ
山
－
頁
餓

の
論
丈
に
纒
め
ら
れ
五
こ
と
に
ほ
敬
服
す
う
が
、
ρ
、
れ
だ
け
回
り
に
挙
癒

的
に
し
て
事
件
の
羅
列
に
過
ぎ
ぬ
感
あ
る
匡
邊
憾
で
あ
ろ
。

総
明
史
．
佛
芸
濃
傳
考
五

臓
嘉
彬
著

翻
葡
萄
牙
第
一
次
來
華
使
距
事
蹟
考
四
維
華
著

　
支
那
に
關
係
ぜ
ろ
江
代
外
交
史
に
つ
い
て
の
論
丈
と
し
て
葡
者
に
梁
錺

彬
氏
の
國
立
脚
山
大
土
文
意
畢
研
究
所
月
刊
第
二
巻
第
三
・
四
期
時
世
所

載
、
後
軍
ぱ
張
維
華
氏
の
更
學
年
報
第
…
巷
第
五
期
研
載
の
二
つ
が
あ
る

こ
の
問
題
に
つ
い
て
ほ
藤
田
博
士
（
東
西
交
渉
吏
の
研
究
）
矢
野
志
士
（
支

（　15・2　）



那
近
代
外
宮
關
係
）
の
論
著
が
あ
り
、
E
に
和
常
に
研
究
が
進
め
ら
れ
て

ゐ
ゐ
。
爾
氏
共
に
こ
れ
ら
な
塗
考
ゼ
ら
れ
六
や
う
に
見
え
な
い
の
棟
甚
だ

逡
憾
で
あ
る
。
博
引
傍
識
ば
多
と
す
べ
き
で
あ
る
が
飴
り
に
蓑
耐
的
に
し

て
、
出
四
面
附
考
察
奄
餅
β
り
う
に
爾
…
活
蕊
ハ
涌
…
の
弊
で
あ
・
る
加
〃
く
考
へ
｝
ウ
れ
、
ろ

野
間
多
罪
（
三
國
谷
生
）

　
　
㊥
冒
器
づ
グ
＜
O
o
9
謹
閃
α
旨
溶
。
｝
6
男
2
葦
σ
二
一
（
匂
同
器
管
玉
α
q
帥
皆

　
　
　
　
津
鉱
薦
曾
～
一
〇
認
冒

　
本
書
ば
第
舅
記
β
罵
・
冒
出
白
。
さ
O
・
廷
尉
三
§
三
氏
の
築
修
す
る

¢
（
読
。
三
島
宕
（
ζ
瞬
一
ξ
窪
（
周
9
＜
O
野
2
　
杢
一
一
一
十
巷
中
の
第
六
巷
と
し
て

上
梓
さ
れ
．
し
一
わ
の
鴇
・
ノ
く
O
罵
　
氏
の
手
に
「
な
る
べ
斗
・
ロ
ー
マ
帝
　
政
吏
の
ほ
郷

妹
篇
糞
る
べ
吾
こ
も
の
で
あ
ろ
。
　
す
ク
タ
ー
ヴ
ナ
、
本
文
三
三
二
…
貝
、
圃
版

九
噛
集
、
塗
考
書
凝
赫
蝶
幅
　
一
一
（
、
索
引
六
百
【
よ
d
り
な
ろ
O
　
ロ
ー
マ
疏
ハ
和
爽
に

つ
い
て
け
μ
、
既
に
二
ー
プ
ー
ル
、
愚
ム
セ
ン
、
フ
レ
ジ
灯
鰍
サ
の
名
藩
あ
る

も
二
等
は
皆
浩
海
に
し
て
著
潜
の
ロ
ー
町
典
湘
史
の
ナ
リ
エ
ン
テ
イ
ー
ル

ン
ク
そ
の
も
の
を
理
解
す
ろ
こ
と
す
ら
容
易
で
な
い
。
本
書
に
イ
タ
リ
の

先
史
噂
代
よ
リ
ア
ウ
グ
ス
｝
ウ
ス
の
プ
サ
ン
ケ
ソ
プ
ス
敗
治
確
立
迄
の
ロ

ー
マ
史
概
観
為
海
的
と
し
糞
も
の
で
あ
っ
て
、
随
っ
て
各
事
實
に
就
い
て

精
緻
・
た
映
く
ぱ
じ
葺
ふ
迄
も
な
い
が
、
著
者
の
ロ
ー
マ
共
利
史
．
織
蒲
潤
の
仕
方

に
つ
い
て
に
決
し
て
几
な
ら
ざ
る
も
の
あ
ろ
か
示
し
て
帰
る
O
先
づ
一
書

の
椿
成
な
み
う
に
、
吹
の
四
二
に
分
糞
れ
て
居
ろ
。

　
　
H
．
　
日
2
r
O
8
σ
q
鎚
営
嵩
。
ヨ
μ
ゑ
ま
の
ε
ユ
蓉
ゲ
。
の
写
炉
臼
算
σ
Q
窪
○
Ω
．
回
！

　
　
　
蕊
・

　
　
嵩
・
　
ρ
、
o
ジ
O
ぎ
質
。
凶
）
鄭
窪
響
毎
ρ
（
一
ぎ
聾
ε
．
　
¢
い
轟
一
認
●

Stv）
rpli

介

　
　
鷺
剛
’
　
↓
島
一
．
O
猛
烈
毛
缶
）
一
罪
田
乙
＆
o
ソ
に
韓
9
＝
μ
o
角
’
く
。
拝
　
砿
．

　
　
　
　
ご
一
ま
い

　
　
附
く
●
　
目
¢
【
．
ヒ
陣
。
ヌ
6
管
ひ
一
汗
戸
＝
り
〔
【
（
鑑
。
タ
、
o
【
昏
2
、
一
，
二
刀
㌶
P
　
O
り
曾

　
　
　
　
困
ま
一
ω
い
い

第
「
、
第
二
爾
蔀
は
・
一
鑑
ハ
和
湖
確
立
前
の
イ
タ
リ
入
の
文
化
及
共

瓢
湖
戊
立
よ
弓
紀
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